
１　学校教育目標

２　現状分析（前年度の評価と課題を踏まえて）

３　本年度重点を置いて目指す成果・特色、取り組むべき課題

重点目標
具体的方策
（教育活動）

評　価　基　準 評価 重点目標の達成状況の診断・分析
学校関係者からの

意見・要望
評価

チャレンジ
目標

チャレンジ目標（美・
礼・時）を徹底する。

・毎朝の唱和
・チャレンジ目標の掲示
・学期ごとの達成度の確
認

４　評価アンケート３．５点以上
３　評価アンケート３．０点以上
２　評価アンケート２．５点以上
１　評価アンケート２．５点未満

3

【３．３】チャレンジ目標
生徒よりも教職員の評価が低い。あいさつ・返事な
どに課題を感じているが、学校全体で徹底した指導
ができていない。

ＣＳの推進
家庭・地域
との連携

家庭・地域と一体と
なった「開かれた学
校」づくりを推進する。

・ホームページや学校だ
よりによる情報発信
・学校サポーターの活用と
拡充

４　評価アンケート３．５点以上
３　評価アンケート３．０点以上
２　評価アンケート２．５点以上
１　評価アンケート２．５点未満

3

【３．３】地域連携①
教職員の評価は高くなっている。保護者や地域に
とって実際に行われている様々な活動や取組とＣＳ
と結びついていない。発信力不足である。

地域貢献
の推進

ボランティア活動や地
域行事への積極的な
参加など地域貢献を
推進する。

・自己有用感をもたせる
事前、事後指導
・部活動練習日の配慮
・学校だよりを通した情報
発信

４　評価アンケート３．５点以上
３　評価アンケート３．０点以上
２　評価アンケート２．５点以上
１　評価アンケート２．５点未満

3

【３．４】地域連携②
コロナウイルス感染防止のためボランティア活動の
機会が少なかった。しかし、参加した生徒たちには
一定の自己有用感や達成感は得られている。

小中連携
の推進

小学校と連携した教育
実践を推進する。

・英語授業への定期的な
参加
・日程の調整（５校時開始
時間）

４　評価アンケート３．５点以上
３　評価アンケート３．０点以上
２　評価アンケート２．５点以上
１　評価アンケート２．５点未満

3

【３．３】小中連携
生徒は合同運動会を高く評価している。保護者や
地域への取組の発信が課題である。

学力向上

一人ひとりを大切にし
た「わかる・できる・楽
しい」授業への改善を
図る。

・「阿武中スタンダード」の
徹底
・ICTを活用した授業改善
・自学ノートの奨励

４　評価アンケート３．５点以上
３　評価アンケート３．０点以上
２　評価アンケート２．５点以上
１　評価アンケート２．５点未満

2

【２．９】授業改善・学力向上・学びの保障・特別支
援教育
生徒の興味や思考に寄り添った授業改善は教科に
よってばらつきがある。ＩＣＴを活用した授業改善は
進んではきているが、生徒はもちろん保護者や地
域の方々にも実感できないのが現状である。

道徳教育
の充実

多様な価値観に触れ
ることができる魅力あ
る道徳授業を実践す
る。

・全教員によるローテー
ション授業や地域人材を
活用した授業実践
・ねらいを達成させる発問
の工夫

４　評価アンケート３．５点以上
３　評価アンケート３．０点以上
２　評価アンケート２．５点以上
１　評価アンケート２．５点未満

4

【３．５】道徳教育
生徒・教職員共に評価が高い。プロジェクト校として
年間を通し、講師を招聘して「考え、議論する」授業
づくりやローテーション授業、地域人材を活用した
授業に取り組むことができた。

学校行事・
感動体験
の充実

生徒の主体性を伸ば
し、充実感・感動を味
わえる行事を充実させ
る。

・ねらいや付けたい力の
明確化
・他の教科や活動と連携
させた指導
・事後指導の充実

４　評価アンケート３．５点以上
３　評価アンケート３．０点以上
２　評価アンケート２．５点以上
１　評価アンケート２．５点未満

3

【３．３】体験活動
１学期末と比較すると、保護者・生徒・教職員で評
価が高くなっている。コロナ禍においても工夫しな
がら実施した各種の学校行事にある程度の評価が
得られたのではないか。

生徒指導
の充実

きめ細やかな生徒理
解を基本にした生徒
指導を推進する。

・毎朝の情報共有
・週１アンケートによる実
態把握
・生徒指導主任を中心とし
た組織的な対応

４　評価アンケート３．５点以上
３　評価アンケート３．０点以上
２　評価アンケート２．５点以上
１　評価アンケート２．５点未満

3

【３．３】生徒理解
「全生徒を全教職員で育てる」の原則のもと、日々
のコミュニケーションや週１アンケート、デイリーライ
フを通して生徒理解や支援を進めているが、学年
により若干の温度差が見られる。

生徒の
主体性
の育成

主体性を育む学級・生
徒会活動を推進する。

・学級活動の充実
・生徒会、委員会活動の
活性化

４　評価アンケート３．５点以上
３　評価アンケート３．０点以上
２　評価アンケート２．５点以上
１　評価アンケート２．５点未満

3

【３．１】生徒会活動
生徒自身が主体的に取り組めるような教師の仕掛
けが必要である。活動の意義・目的についても、生
徒に届くよう働きかけていきたい。

環境整備
の充実

校内の環境整備を計
画的に実践する。

・環境整美委員会の活性
化
・地域や保護者と連携し
た活動の充実

４　評価アンケート３．５点以上
３　評価アンケート３．０点以上
２　評価アンケート２．５点以上
１　評価アンケート２．５点未満

3

【３．４】環境整備・学校安全・コロナ対応
環境整美委員会と萩高校奈古分校や地域の方と
の花壇整備活動を実施した。今後も計画的に実施
していきたい。

生徒の
メンタルケア

スクールカウンセラー
と連携した相談活動を
充実させる。

・客観的な資料の活用
・週一アンケートの共有
・相談時間の確保

４　評価アンケート３．５点以上
３　評価アンケート３．０点以上
２　評価アンケート２．５点以上
１　評価アンケート２．５点未満

4

【３．５】教育相談
今年度も思春期グローイングハートプロジェクト（Ｇ
ＨＰ）により、各学年の生徒の実態や課題に応じた
自己理解、自己開示に関する授業が実施できた。

生活習慣
の改善

学校や家庭における
規則正しい生活リズム
を定着させる。

・生活リズムチェック、睡
眠日誌、ノーメディアチャ
レンジの実践
・保護者への情報発信

４　評価アンケート３．５点以上
３　評価アンケート３．０点以上
２　評価アンケート２．５点以上
１　評価アンケート２．５点未満

4

【３．６】学校保健
家庭との連携による生活リズムチェック、睡眠日
誌、ノーメディアチャレンジの実践により生徒の意識
に高まりが見られた。

部活動
の充実

目標や意欲をもって生
き生きと取り組む部活
動を推進する。

・部活動休養日（週２日）
の設定
・顧問２人体制
・部活動指導員の活用

４　評価アンケート３．５点以上
３　評価アンケート３．０点以上
２　評価アンケート２．５点以上
１　評価アンケート２．５点未満

3

【３．３】部活動
生徒、教員共には高い評価である。一方で保護者
や地域の方の評価が低くなったのは、多くの試合
が中止になり、活動の様子が発信ができなかった
ためと思われる。

会議運営の
効率化

会議時間の適正化を
図る。

・事前検討のための企画
会の設置
・勤務時間内の会議の設
定

４　評価アンケート３．５点以上
３　評価アンケート３．０点以上
２　評価アンケート２．５点以上
１　評価アンケート２．５点未満

3

【３．４】業務改善
今年度、長期休業中に企画会を実施し、大きな議
題については事前検討がなされた。また、勤務時
間内に会議を行うことができた。

時間外
業務時間
の削減

職場環境の整備と校
務分掌の平準化を図
る。

・キャリアや能力に応じた
校務分掌
・早く帰りやすい、休みや
すい職場の雰囲気づくり
・ノー残業デーの徹底

４　評価アンケート３．５点以上
３　評価アンケート３．０点以上
２　評価アンケート２．５点以上
１　評価アンケート２．５点未満

3

【３．０】業務改善
平均時間外勤務時間は平均４７．１時間で４５時間
を若干越えており、昨年に比べても５時間程度増加
している。業務の平準化や事務処理の効率化が課
題である。

6　　学校評価総括（取組の成果と課題）

7　　次年度への改善策

領　域

令和２年度　阿武町立阿武中学校　学校評価書　　　校長(山下恵美）

教育目標…高い志をもち、つながりを大切にする阿武町っ子の育成
中・長期目標…美（場を清める）礼（礼を尽くす）時（時間を守り大切にする）
　～笑顔あふれる学校～
　　○生徒・教職員・保護者・地域が誇りをもつ学校（阿武中ＰＲＩＤＥ）　○生徒一人ひとりが自己実現をめざす学校（阿武中で学んでよかった）
　

【学校】 〔よさ〕教育環境の整備・充実　〔課題〕地域連携（地域貢献、学校支援、学校運営の機能）の推進、「開かれた学校」づくり
【生徒】 〔よさ〕落ち着いた学校生活　〔課題〕学力向上、コミュニケーション能力、家庭学習（宿題）の充実
【教師】 〔よさ〕職務に専念、チームワーク　〔課題〕わかる、生徒の実態に応じた授業改善
【保護者 ･ 地域】 〔よさ〕活発な地域行事、学校教育に関する理解と支援　〔課題〕情報提供・発信、課題の共有

①確かな学力の育成（基礎基本の定着、学習に向かう意欲の醸成、主体的・対話的で深い学びの実現をめざす授業実践）
②心の教育の充実（魅力ある道徳授業・評価の研究、ローテーション授業や地域人材を活用した多様な道徳的価値観に触れる授業づくり）
③町の力となる生徒の育成(系統性のある総合的な学習の時間の実践、コミュニケーション能力の育成、地域貢献ボランティア活動の実践)
④小中連携教育の推進（育てたい子どものビジョンの共有、英語教育を核とした連携）

４　自　己　評　価 ５　学校関係者評価

2

・あいさつは教員が日頃からできていないので
は。生徒は大人の顔色ばかり見ているように
感じる。
・保護者の学校に対する関心が少ない。
・少しずつ学校を訪れる方ができてきたが、一
層増やしていきたい。
・保小中高の校種間連携を積極的に取り入れ
て素晴らしい。
・管理職同士、養護教諭の３校連携、対話、意
見交換はよくできている。教諭同士が学校の枠
を越えて気軽に話し合える状況、手段、風土が
できるようになると、参考になる情報に触れる
機会が増えると思う。

・「主体的・対話的で深い学び」となるよう生徒の姿
が見える教材研究、授業の取り組みができるとより
生徒たちが生き生きと学習できるようになるのでは
ないか。
・教職員の自己満足になっていることが多い。
・教えてほしい質問をしにいっても教えてもらえない
ことが多いと聞いている。
・生徒が考えたり、参加したりしているような授業に
感じなかった。もっと子どもたちに考える力を身に
付けさせてほしい。
・学校はよりよい授業の提供が最大の責務であると
考えるので、そこにしっかり力を注いでほしい。
・教員同士が同じ視点で授業に関わる雑談（子ども
の様子、授業の工夫等）ができる雰囲気、状況、教
員集団にしてほしい。

3

①学力の定着と向上（ｉＰａｄを活用した授業改善と個別指導の充実、家庭学習の質の向上、学習規律の徹底）
②道徳授業の充実・深化（「考え、議論する」授業　やまぐちっ子の心を育む道徳授業推進校）
③カリキュラム・マネジメントを通したキャリア教育、総合的な学習の時間の充実（身に付けさせたい力の明確化　地域人材の活用）
④情報発信の工夫（HPの改善、学校だより等各種たよりの活用）
⑤業務改善の推進（業務の平準化、行事の見直しと改善、定時退庁の奨励、事務処理の効率化）

3

3

4

　コロナ禍にあって本校の特色である地域貢献ボランティア活動の機会は減ったが、総合的な学習の時間で取り組んだ「ふるさと学習」や２年生の「子ども議会」等の学習を通
して、地域を見つめ、地域のために何をすべきかを一人ひとりが考え、行動することができた。また、「やまぐちっ子の心を育む道徳教育」プロジェクト推進校として全教員によ
る研究授業や年３回講師を招聘して「考え、議論する」授業づくりやローテーション授業、地域人材を活用した多様な道徳的価値観に触れる授業づくりにも取り組むことができ
た。また、不登校傾向生徒の実態や特性、保護者の思いにより添いながら、ＳＣや関係機関と連携した担任の粘り強い支援の成果が徐々に現れてきた。
　一方で依然として授業改善、学力の定着と向上は本校の大きな課題である。ｉＰａｄ等のＩＣＴを活用した授業改善や能力に応じた個別指導の充実を推進していきたい。さら
に、来年度から「学習指導要領」が全面実施され、「子どもたちにどのような力が身に付いたか」という学習の成果を的確に捉え、主体的・対話的で深い学びの視点から授業改
善に取り組んでいく「指導と評価の一体化」の実践も課題である。また、そうした授業改善の状況やＣＳの取組等を保護者や地域にわかりやすく、リアルタイムに発信したり、授
業や活動に気軽に参観、参加したりしていただく機会を作っていくことも必要である。

・町をあげて健康面のサポート体制が充実して
いる。今後、一人ひとりが自分のことを調整で
きる力を身に付けさせたい。
・校内での取組だけでなく、２小学校や健康福
祉課等と連携した取組もとても充実している。
感染症対策をしながらこれだけの取組をしてい
るのだから、自信をもって「４」を主張してほし
い。
・個々の生徒に今後とも向き合っていただきた
い。

・「全教職員で全生徒を育てる」姿勢が素晴らし
い。引き続き実践を行ってほしい。
・情報公開の場、工夫が必要である。
・裏山等道路周辺は保護者と連携して定期的
に実施した方がよいのではないか。
・花壇整備、を計画的に実施していただきた
い。できる限り協力したい。校内環境整備も同
様に。
・環境整備作業など学校だより等でよくＰＲし
て、住民が参加しやすいようにするとよい。

・教材研究、授業準備の時間確保は必要。
・時間外業務の多さが気になる。時期等で仕方な
いこともあるが、長いという意識をもち続けることが
何よりも大切である。
・生徒の日頃の行いがよいのか、関心がないのか
不明だが、職員室は静かでいつ情報共有している
のか。
・人材育成を丁寧に行うとともに業務の整理、効率
化をお願いしたい。
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